
佐賀環境フォーラムは佐賀大学と佐賀市が連携して開催する環境教育事業です。講義・体験講座・
現地見学会・ワークショップで構成され、環境問題を幅広く知ることができます。

日程 2019年5月14日(火)～2019年7月11日(木)[全12回]
時間 午後6時30分～午後8時30分［質疑応答含む］
場所 佐賀大学教養教育2号館2101番教室(本庄キャンパス)

このマークが
ある講座は単発で
受講できます。
（1回 500円）

佐賀環境フォーラム 受講者募集

社会人も受講しやすい
夕方以降の講義です！

高校生以上はどなた
でも受講可能！

佐賀大学の教授陣や
全国各地から招いた講師
による講義です。

①５月１４日（火）

環境問題概論、フォーラム概要説明

佐賀環境フォーラムの概要説明や、
佐賀市で環境活動をしている各団体
の活動紹介。

佐賀大学総合分析実験センター准教授
佐賀環境フォーラム実行委員会
事業部長 兒玉 宏樹氏

②５月１６日（木）

海洋エネルギー入門

海洋エネルギーはクリーン
なエネルギーの一つとして
注目されています。海洋エ
ネルギーの現状の紹介とこ
れからについて学びます。

佐賀大学海洋エネルギー
研究センター

准教授 有馬 博史氏

③５月２１日（火）

「ハエ」で食糧危機を救う

◆イエバエを活用した、バイ
オマス100％リサイクルシス
テムについて

◆ムスカシステムと環境問
題の解決
◆今後の展望

株式会社 ムスカ

④５月２３日（木）

地域と共生する住まいを考える

河川敷等に繁茂するヨシと草
葺き民家（ヨシ葺き民家）につ
いて、また、佐賀平野などに縦
横に張り巡らされた水路網と住
まいの関係など、具体的な事
例を解説する。これら地域と共
生する住まいについて、建築
学および農村計画学の視点か
ら、過去から変化してきた現状
を捉えつつ、将来を展望する。

佐賀大学理工学部
准教授 後藤 隆太郎氏

⑤５月２８日（火）

海洋プラスチック汚染
～大型プラスチックごみからマ
イクロプラスチックまで～

海洋プラスチック汚染やマイク
ロプラスチック研究の最前線と
今後の展望、海洋生態系への
影響評価と限界について、海
洋プラスチック汚染の回避に私
たちがとるべき方策について
解説する。

九州大学 応用力学研究所
大気海洋環境研究センター

教授 磯辺 篤彦 氏

⑥５月３０日（木）

新エネルギーに関する
佐賀県の取り組み

続きは裏面へ

佐賀県 産業労働部
新エネルギー産業課
参事 大野伸寛 氏

エネルギーに関する動向と今
後の展望について、担当者とし
ての視点で紹介します。



❶通年受講（講義・現地見学会・体験講座・ワークショップ全て受講できます）
対 象 一般・学生・法人（１口で１人枠の受講可能） 受講料 一般5,000円・佐大以外の学生1,500円・法人5,000円

申込方法 『佐賀環境フォーラム受講』と明記し、「住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号（携帯）・メールアドレス」をご記入の上、

はがき・FAX・ホームページ内の申込みフォームの何れかでお申込み下さい。※高校生は保護者の署名捺印が必要です。

申込期限 平成3１年5月1３日（月） ※１４日以降は当日会場で受付。

❷スポット受講（希望講義のみ受講）
受講料 1講義につき500円（学生200円） 申込方法 スポット受講は当日会場にて受付。

佐賀環境フォーラム事務局 佐賀市環境政策課
〒840-8501 佐賀市栄町1番1号（佐賀市役所本庁舎）

TEL 0952-40-7202 FAX 0952-26-5901
Mail kankyoseisaku@city.saga.lg.jp

受
講
方
法

申込み
問合せ

ホームページはこちら☞

講義以外にもフィールドワークで学ぶ講座もあり。（通年受講者対象）

車でお越しの
場合は
駐車場代
200円が必要

⑦６月６日（木）

佐賀平野のトンボ類は
なぜ減少しているのか

佐賀平野は昔からトンボ類の
多様性が高い地域として知ら
れていますが、最近、様々な種
の減少が報告されています。
一体、佐賀平野で何が起こっ
ているのでしょうか。

佐賀大学農学部
准教授 徳田 誠 氏

⑧６月１３日（木）

終わりなき侵略者との闘い
～増え続ける外来生物～

近年話題となっている外来生
物はなぜ増え続けるのか？ど
んな影響があるのか？なぜ駆
除するのか？生態学・進化学・
社会学的観点から議論する。

国立環境研究所
生物・生態系環境研究センター
生態リスク評価・対策研究室

室長 五箇公一 氏

⑨６月２０日（木）

増加する「紙おむつ」の
現状と将来

近年増加する使用済み紙おむ
つの実態と、リサイクル（紙お
むつから紙おむつ）に向けたユ
ニチャームの新たな試みにつ
いて紹介する。

ユニ・チャーム株式会社
参与 工学博士
(東京理科大学 客員教授）

宮澤 清 氏

⑩６月２７日（木）

生物多様性をまもる
～地域の自然の調べ方～

地域の生きものについて知る
ことが、生物多様性を守ってい
く第一歩です。大学、行政とは
違った視点で、生物多様性保
全の舞台ラウをお話します。

(株)地域環境計画九州支社

⑪７月４日（木）

地球温暖化と金融の役割

私たちの預金、保険、年金の
お金が地球温暖化に与えてい
る影響、金融機関の環境取り
組みの最新動向、環境面から
の金融機関の選び方をご紹介
します。

NPO法人「環境・持続社会」
研究センター（JACSES）

理事 田辺 有輝 氏

⑫７月１１日（木）

有明海のノリ養殖と赤潮

佐賀が全国に誇る海苔は、有
明海で養殖されています。講
義ではノリ養殖について紹介し
つつ、ノリ養殖の問題などを紹
介したいと思います。

佐賀大学農学部
生命機能科学科
講師 木村圭 氏

体
験
講
座

現
地
見
学
会 体験講座 【①環境学習会】６月９日（日） 【②ごみ探検隊】６月２３日（日）

現地見学会 ８月７日（水） ※時間・場所は通年受講者へ別途お知らせします。


